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3 )体心立方金属の α 鉄単結晶を用いて高速加工材および静的加工材のすべり帯転位組織の詳細な
観察を行ない，高速変形時の加工硬化挙動と下部組織との関係について検討し，転位密度と応力の
関係を求め，加工硬化量の大小が転位密度の大小に関係していることを見出している。
4 )面心立方金属のアルミニウム単結晶を用いて高速加工材および静的加工材のすべり帯，転位組織
むよび結品格子回転の詳細な観察を結晶方位と関連づけて行なうことにより，高速変形時の加工硬
化挙動と下部組織について検討し，セル径および転位密度と応力の関係を求め，加工硬化量の大小
が，セル径，転位密度の大小と関係していることを明らかにしている。
5 )体心立方金属，面心立方金属における高速変形時の変形機構を詳しく検討し，その結果から高速
変形時の加工硬化機構を考察している。
以上のように，本論文は金属材料の高速変形と加工硬化に関する重要な知見を与え，結晶塑性学の
進歩ならびに塑性加工技術の発展に貢献するところが大きし )0
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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